
 

 

 

 

勝負の二学期 

本日から二学期がスタートします。一番長い二学期こそ、学習習慣を見直して学習に取り組むべき時です。 

１年生 高校の学習内容が本格的にスタート 

中学までの知識だけで何とかなる時期は終わりました。テスト前日の一夜漬けでは歯が立た

なくなってきます。まずは１日学年分だけの学習（１日１時間）は確保して、授業の予習復習

を始めましょう。そして日々の学習習慣を定着化させましょう。１日たった１時間でも１年で

は３６５時間もの学習時間を確保できます。この差は大きいですよ！ 

 

２年生 来年度を視野に学習をスタート 

３年生の欄でも書きますが、この時期から受験が本格化していきます。つまり、受験まであ

と１年です！学習習慣を見直し、その定着化を再度図りましょう。また、時間のかかる英単

語や文法などの基礎知識の学び直しを始めましょう。３年生からこれらに手をつけようと

すると、肝心の長文などに取り掛かれなくなります！ 

 

３年生 本格的な受験がスタート 

公募制推薦や AO入試がスタートしていきます。受験は団体戦だと何度も聞いたことでしょう。一人ひとり

の志望校に合格できるよう、学習に取り掛かりましょう。自分が一生懸命学習する姿は友人の学習の励みにな

ります。また、合格が決まる人もいるでしょう。合格が決まった後の姿勢も重要です！合格が決まったとたん、

授業中に私語をする。二学期によく見られる光景です。はたしてそれは志望校合格のため、まだ努力している

人から見たらどう映るでしょうか？？もう一度いいますが、受験は団体戦です。合格した人は、合格に向けて

努力している人が気持ちよく学習できる環境を整えてあげましょう。 

７月模試結果の返却 

７月に実施された模試が返却されます。そこで、次の３つのポイントに注意してください。 

１．点数、順位や偏差値だけをみない！ 

 どうしても数字に目を奪われがちですが、あくまで模試は受験までの通過地点です。 

 大切なのは、今後自分自身をどこまで伸ばしていけるかです。 

 

２．大問ごとの正答率をみて、苦手分野を知る！ 

 ではどこを見るのか？模試結果の下に各教科の大問ごとの正答率が書いてあります。 

 ここを見て、自分はどの部分が取れていないのかを研究して下さい。自分の苦手な分野を知れば、今後の

学習においてどこに重点を置けばいいのかが分かります。また、模試を実施している会社からコメントもか

かれています。この部分も今後の学習の指針となりますので必ず目を通しましょう。 

 

３．模試の解き直し 

 全部の問題とは言いません。２．で分かった苦手分野だけでももう一度解き直しましょう。模試の問題は

典型的な出題がほとんどです。出題パターンになれることも大事ですので、今一度解き直しましょう。 

 

赤本 2018年度版が進路室に入りました！ 是非活用を！！ 
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